
編 集 後 記

「哲学 論 叢 」 は今 回 で創 刊 以 来5号 の 発 行 を迎 え る こ とが で きた。

それ は、 ひ とえ に 諸先 生 、 先 輩諸 兄 の尽 力 に よる もので あ る。 こ 、に

記 して、 感 謝 の 意 を表 わ した い。

5号 の 発刊 に 際 しわれ われ は、 「論 叢 」 発 行 の主 旨 を あ らた め て確

認 し、 「論 叢 」 を研 究 発 表 の場 と し てよ り充 実 した ものに す べ く、 新

た に規 約 を作 成 し た ので、 御覧 いた だ きた い。

論 文 内容 そ の他 に ら い て、 卒 直な 批 判 を お願 い した い。
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